
                                津付ダムだより    平成２２年１２月   第２０号   （随刊）  

１
号
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し
ま

し
た 津

付
ダ
ム
だ
よ
り
第
17
号
（
９

月
）
で
紹
介
し
た
付
替
国
道
１
号
ト

ン
ネ
ル
の
工
事
が
順
調
に
進
み
、
11

月
11
日
に
無
事
貫
通
し
ま
し
た
。 

関
係
者
が
見
守
る
中
、
油
圧
ブ
レ

ー
カ
ー
で
わ
ず
か
に
残
っ
た
壁
を

掘
削
す
る
と
小
さ
な
穴
か
ら
光
が

差
し
込
み
、
貫
通
に
至
り
ま
し
た
。 

貫
通
時
に
は
小
さ
な
穴
で
し
た

が
、
６
日
後
に
は
下
の
写
真
の
よ
う

に
自
動
車
も
通
れ
る
ほ
ど
の
大
き 

津
付

つ

づ

き

ダ
ム
だ
よ
り 

 

 

さ
と
な
り
、
ト
ン
ネ
ル
の
形
に
な
り
ま

し
た
。 

  

 

 

       

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
進
捗
状
況 

貫
通
後
も
工
事
は
続
い
て
い
ま

す
。 現

在
は
、
覆
工
と
い
う
、
ト
ン
ネ

ル
の
内
側
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
で

覆
う
作
業
の
準
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
左
の
写
真
は
ト
ン
ネ
ル
周
辺
の

地
下
水
が
漏
水
し
な
い
よ
う
に
防
水

シ
ー
ト
を
張
り
終
え
た
様
子
で
す
。

こ
の
後
、
型
枠
を
設
置
し
て
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
ま
す
。 
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お問い合わせ先 

〒029-2311 

気仙郡住田町世田米 

字川向 102-1 

TEL  0192-22-8182 

FAX  0192-46-3715 

 

津付ﾀﾞﾑ公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

http://www.pref. 

iwate.jp/~hp4580

質
問
コ
ー
ナ
ー 

（
質
問
）
１
号
ト
ン
ネ
ル
の
壁
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
厚
さ
は
い
く
ら
で
す
か
？ 

（
回
答
）

出
入
り
口
付
近
は
35

cm
、
そ

の
他
の
部
分
は
30

cm
で
す
。 

「津付ダムだより」のバックナンバーを公開中→ http://www.pref.iwate.jp/⇒「組織から探す」⇒「広域振興局」⇒「沿岸広域

振興局（大船渡）」⇒「津付ダム建設事務所」⇒「おしらせ」 

貫通の瞬間の様子

貫通から６日後の外側の様子

断面図 

30cm

覆工コンクリート
付替国道工事の進捗情報などをホーム 

ページでお知らせしております。 

下記ホームページも御覧下さい。 

 

津付ダム付替国道（津付道路） 

http://www.pref.iwate.jp/~hp4580/tuduki-road/ 

 

防水シートを張り終えた様子 



 

津付ダムだより 平成 21 年 12 月号（第１１号）に掲載した「気仙川水系河川整備手法比較表」

の補足説明を行っています。この表は、平成 21 年度に行われた大規模事業評価専門委員会での審

議に使用されたものです。 

今回は、移転戸数について、着目します。 

（ダム＋河川改修案→津付ダム建設と河川の改修を組み合わせて対策する案）をＡ案、（河川改

修単独案→河川の改修のみで対策する案）をＢ案として比較しています。 

 

ダム　10戸(移転済)

河川改修　１戸

河川改修　８戸 河川改修　38戸

移
転
戸
数

１／３０ １１戸 ８戸

1/70の整備に
必要な追加分 ８戸 ３８戸

合計

（河川改修単独案）Ｂ案（ダム＋河川改修案）Ａ案

１９戸 ○ ４６戸 △

                                     

  

段階的整備の計画として、今後２０年程度の期間での整備を目標とした「気仙川河川整備計

画」は、治水安全度を概ね３０年確率（１／３０）としています。また、気仙川の河川整備の

最終目標（河川整備基本方針）では治水安全度を１／７０としています。 

表の１段目では治水安全度１／３０で整備を行う場合の移転戸数を、２段目では最終目標で

ある治水安全度１／７０で整備を行う場合の移転戸数を記載しています。 

 

 Ａ案では、ダム下流全川にわたり水位低下の効果がある津付ダムと河川改修で治水安全度１

／３０の整備をします。津付ダム建設事業としての移転戸数は１０戸で、すでに移転いただい

ております。河川改修としての移転戸数は１戸としており、合計１１戸となります。（表１段目） 

次に治水安全度１／７０を確保するための河川改修（表２段目）の追加移転戸数は８戸で、

合わせて１９戸が必要と試算しました。 

 

 Ｂ案は、津付ダムを整備せずに河川改修のみで治水安全度１／３０の整備をするのに８戸（表

1 段目）、さらに最終目標である治水安全度１／７０を確保するための河川改修（表２段目）の

追加分が３８戸で、合わせて４６戸と試算したものです。 

  

Ａ案とＢ案で移転戸数を比較し、Ａ案が少ないので、○と判定しています。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

気仙川水系河川整備手法比較表の説明 

 河川等への油の流出事故にご注意願います。 

 冬本番となり寒さが増してきました。暖房等で灯油の使用が増えてきます。もし油漏れを発

見したら、すぐに消防署・警察署・市町村・県・国の機関等に連絡をしましょう。 


